
・ダイコンのキスジノミハムシは幼虫が根部の表面を食害し，商品性が著しく低下 

・成虫が土中で産卵し，幼虫は土中で成育することから防除が困難 

・本種は栽培期間中，発生を繰り返すため，播種時の粒剤処理と生育期に２～４回の防除が必要 
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ダイコンのキスジノミハムシに対する２種粒剤の併用による散布回数の削減 

普及対象・範囲 

ダイコン生産者  

成果の内容 

背景・目的 

期待される効果 

散布回数削減による省力化に寄与 
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９月播種(地上部1回散布) 異なる英文字間は有意 
（Steel-Dwass検定，p<0.01） 

a 

c 

b 

d 

10月播種(地上部散布なし) 

a 

b 

a 

b 

・播種時に，プリロッソ粒
剤を深さ約５cm，フォー
ス粒剤を地表面に軽く撹
拌しながら処理 

 
・播種，施薬，マルチ，穴
開け一貫作業機で処理 

 
・発生が多い９月は１回の
散布でも被害が軽減 

 
・発生が少なくなる10月は
散布なしでも被害が軽減 

 

 

９月は種(無処理) 

９月は種(粒剤併用＋１回散布) 

散布回数の
削減による
労力減 

 

被害軽減に
よる商品価
値の向上 

 

 

 

 

（次世代型農業機械による高度作業技術開発） 

施薬機を搭載した播種同時穴開シーダマルチャにより，播種時にプリロッソ粒剤とフォース粒剤を併用することで，被害が軽減 


